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POLIMI
履修登録
履修登録は8月の終わり、渡航前に済ませなければなりませんでした。早い者勝ちと聞いたので、時差を気にしながら
登録期間開始すぐに履修をして希望の授業をとることができました。自分は studio と呼ばれる、作品を作る授業を一つ
座学をひとつ、そしてセメスター終わりに1週間だけ開かれるワークショップの三つを取りました。studio の授業は重い
ので、1セメスターにつき一つだけ取るのが通常らしいです。

Welcome Week
POLIMI では授業が始まるまでの1週間、ウェルカムウィー
クと呼ばれる新入生向けのイベントがあります。そこでは、
ミラノの交通機関や大学が提供する保険の説明、イタリアの
文化の紹介や、滞在許可証を貰うのに必要なキットの配布な
ど、様々なイベントが開かれます。また、新入生同士が仲良
くなるためのイベントもあり、そこでたくさんの人と知り合
うことができます、自分は説明しか参加できませんでしたが
そこで他の大学から来た日本人達と知り合うことができ、と
ても安心しました。



Bovisa Campus
POLIMI にはいくつかのキャンパスがあり、自分が通う
デザイン学科のキャンパスはBovisa という所にありま
す。どのキャンパスも非常に多くの学生で賑わっていて
学内や外の至る所でグループワークが行われています。

授業について
自分がとっている studio の授業は、『landscape and interior
spatial design』という授業で、文字通りランドスケープや、
空間、インテリアのデザインをします。日本のデザインの授業
と大きく違う点は、POLIMI のデザインの方がより概念的な考え
方をしているという点です。まず社会的な課題や問題があって、
それに対し解決や新しい価値を生み出していく考え方とは違い、
まず概念的な形を自然界の幾何学模様から学び、それを利用した
デザインで都市や地方などに対し新しいアイデアを提供するとい
う考え方で授業が行われています。

最初の1ヶ月は個人ワークで、自然界に存在する様々な幾何学的
構造や模様から、空間やインテリアに応用できそうな模型を作る
という内容でした。千葉大学の授業とは違い、かなり概念的な内
容で、課題の趣旨を理解するのが大変でした。他の生徒達は、自
然現象や生物の振る舞い、生成過程を調査していた人が多かった
ので、自分はあえてもっと大きな視点から、惑星の軌道に着目し
て制作しました。結果教授に模型を気に入ってもらうことができ
たのでよかったです。現在はグループで日々最終課題に向け沢山
作業や話し合いをしています。

DESIGN



ミラノでの生活について

MILAN

自分の住んでいるアパートはミラノの中心からトラムで40分ほど
の場所にあります。フラットメイトは全員イタリア人で、学生では
なく、12才の男の子とその母親と飼い犬一匹、社会人の男性1人
です。みんなとても親切でいろいろ助けて貰いながら生活していま
す。部屋は5階にあるのでバルコニーからの眺めがとてもよく、
近所にスーパーもあります。ミラノで部屋を探すのはとても難しく
こちらに来てから部屋を探すというのも珍しくありません。

ミラノでの外食は安くないので、特に学生は自炊
をする必要があります。スーパーなどで食材を安
く手に入れられるので、うまく自炊すればお金の
節約になります。また、パスタ関連の食材は日本
よりも安いので、困ったらパスタを買って茹でて
います。寿司はミラノでも人気の食べ物で、スー
パーでも度々目にしますが少々高価です。

人生初のスリ被害
ミラノでの生活が始まって1週間が経った頃、市内で財布を盗まれてしまいました。
ミラノに限らず海外は日本ほど安全ではなく、自分も気をつけてはいたのですが、
気づいたらカバンから抜き取られていたようです。幸い現金はそこまで入っておらず
すぐに口座を止めたので大きな被害にはなりませんでしたが。より一層気をつけよう
と思いました。

ミラノはイタリア北部に位置する大都市で、
ファッションとデザインの中心地です。気候
は日本に近いですが、夏や冬は日本より快適
に過ごせます。



FOOD

ミラノの食べ物はやはりパスタやピッツァが有名で、街のいたる所に
レストランがあります。値段はお店に寄りますが、比較的リーズナブ
ルでいろんな種類のパスタやピッツァを楽しむことができます。ま
た、イタリアでは食後に必ずと言っていいほどコーヒーを飲みます。
大学内の至る所にコーヒーマシンがあり、休み時間は多くの人がコー
ヒーを嗜みます。大学内のバーではアペロールスプリッツというお酒
が人気です。

TOURISM

ミラノは観光地としても有名で、様々な魅力的なスポットが
あります。中でもドゥオーモは非常に人気の場所で日夜多く
人が訪れます。また、ナヴィリオ地区は川沿いの下町で、通
りには沢山のレストランやセレクトショップが並んでいます。
ミラノの他にも、日帰りで行けるヴェローナや、ジェノベー
ゼで有名なジェノヴァなどにも行きました。半年ではイタリ
アの全てを回りきれないほど素晴らしい国です。


